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2024年３月 27日 

各 位 

 
 
 
 
 
 
 
 

子会社の異動に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社連結子会社である AMIDUS.株式会社（以

下、「AMIDUS.」といいます。）の当社保有株式 1,000株のうち 988株を、AMIDUS.の現代表

取締役である岡田喜則氏に譲渡することを決議いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

１．株式譲渡の理由 

当社は、2020 年５月に当社の国内外における各種コラボレーション事業やセールスプロ

モーション事業等と AMIDUS.のもつデザイン力やビジネス開発力が、様々な事業シナジーを

生み出せると考え、AMIDUS.のグループ化を実施しました。グループ化後、AMIDUS.は映像、

音楽のエンターテイメント分野やライフスタイル分野の企画・制作事業を担う会社として、

これまで当社グループの業績に一定の貢献がありました。一方で、事業シナジーという観点

においては、当初見込んでいた想定には至っておらず、また今後も大きな改善は見込めない

状況です。 

当社グループは、継続的に事業ポートフォリオの見直しを行うことで、持続的に成長して

いくことを目指しております。こうした中で、AMIDUS.のあり方について、あらゆる選択肢

を慎重に検討し、株式を譲渡することといたしました。 

なお、AMIDUS.とは今後も取引関係を継続していく予定であることから、一定数の株式に

ついては、保有を継続することといたしました。 

 

 

２．異動する子会社の概要 

(1)名称 ＡＭＩＤＵＳ．株式会社 

(2)所在地 東京都千代田区麹町三丁目３番地４ 

会 社 名 株式会社ディー・エル・イー 

代 表 者 名 代表取締役社長執行役員 CEO 小濵 直人 

（コード番号：3686 東証スタンダード） 

問 合 せ 先 執行役員 CFO 小澤 大輔 
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(3)代表者の役職 ・氏名 代表取締役 岡田 喜則 

(4)事業内容 
映像、音楽のエンターテイメント分野及びライフス

タイル分野の企画・制作事業 

(5)資本金 20百万円 

(6)設立年月日 2014年５月 15日 

(7)大株主及び持株比率 
株式会社ディー・エル・イー 80％                                

岡田 喜則         20％ 

(8)上場会社と当該会社の関係 

資本関係 当社の連結子会社です。 

人的関係 

当社役職員が当該会社の取締役３

名を、当社職員が当該会社の監査

役１名を兼務しております。 

取引関係 
営業上の取引及び当社から当該会

社への金銭の貸付けがあります。 

(9)最近３年間の財政状態及び経営成績（注） 

決算期 2021年３月期 2022年３月期 2023年３月期 

純資産 52百万円 74百万円 101百万円 

総資産 232百万円 265百万円 354百万円 

１株当たり純資産 41,706 円 59,506 円 81,182円 

売上高 163百万円 425百万円 719百万円 

営業利益 24百万円 31百万円 40百万円 

経常利益 24百万円 30百万円 40百万円 

当期純利益 16百万円 22百万円 27百万円 

１株当たり当期純利益 12,848 円 17,800円 21,676円 

１株当たり配当金 －円 －円 －円 

（注）当該会社は、2021年３月期において決算期を１月から３月に変更したため、2021

年３月期は 2021 年２月から２ヶ月間の経営成績となっております。 

 

 

３．株式譲渡の相手先の概要 

（１） 氏 名 岡田 喜則 

（２） 住 所 東京都港区 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
当社の発行済株式総数の 0.27％を所有しております。 
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４．譲渡株式数、譲渡価額並びに譲渡前後の所有株式数及び議決権所有割合  

(1)譲渡前の所有株式数 1,000 株（議決権所有割合：80%） 

(2)譲渡株式数 988株 

(3)譲渡価額 58百万円 

(4)譲渡後の所有株式数 12株（議決権所有割合：0.96%） 

 

 

５． 異動の日程 

(1) 取締役会決議日 2024年３月 27日 

(2) 株式譲渡契約締結日 2024年３月 27日 

(3) 株式譲渡実行日 2024年３月 27日 

 

 

６． 今後の見通し 

2024年３月期の連結業績に与える影響は軽微であります。また、2025 年３月期において

は、AMIDUS.が連結から除外されることになるため、連結業績に与える影響については現在

精査中であります。今後、開示の必要性が生じた場合には、速やかに開示いたします。 

 

以 上 


